
令和２年度（第64回） 

岩手県教育研究発表会資料 

 

 

理科教育 
 

 

 

 

自然の事物・現象についての問題を科学的に解決する児童の育成 
 

～観察、実験の位置付けが明確で見方・考え方を働かせる授業づくりを通して～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐藤智 

 

 

令 和 ３ 年 ２ 月 1 0 日 

二 戸 市 教 育 委 員 会 

二 戸 市 立 福 岡 小 学 校 

佐 藤  智 



     

目  次 

Ⅰ 研究主題 ············································································ １ 

Ⅱ 主題設定の理由 ······································································ １ 

１ 今日的課題から ···································································· １ 

２ 児童の実態から ···································································· １ 

Ⅲ 研究が目指すこと ···································································· １ 

Ⅳ 研究仮説 ············································································ ２ 

Ⅴ 研究構想 ············································································ ２ 

１ 基本的な考え方 ···································································· ２ 

(1) 「自然の事物・現象についての問題を科学的に解決する」の捉え ······················ ２ 

(2) 理科の学習過程と観察、実験の位置付け ············································ ２ 

(3) 理科の「見方・考え方」 ·························································· ４ 

(4) 「観察、実験の位置付けが明確で見方・考え方を働かせる授業」の捉え ················ ４ 

２ 研究内容 ·········································································· ５ 

３ 研究方法 ·········································································· ５ 

(1) 理論研究 ········································································ ５ 

(2) 研究授業による実践的研究 ························································ ５ 

(3) 質問紙調査による変容の把握 ······················································ ５ 

(4) 日常の指導・検証による実践的研究 ················································ ５ 

４ 検証、改善 ········································································ ５ 

Ⅵ 研究の実際 ·········································································· ６ 

１ 授業実践 ·········································································· ６ 

(1) 第３学年「音の伝わり方と大小」 ·················································· ６ 

(2) 第４学年「空気と水の性質」 ······················································ ８ 

(3) 第５学年「水溶液の性質」 ························································ 10 

(4) 第６学年「大地のつくりと変化」 ·················································· 12 

２ 見方・考え方、資質・能力の一覧表の作成 ············································ 14 

３ 見方・考え方を児童に意識付ける掲示物の作成 ········································ 15 

４ 児童に問題解決の過程を意識付ける掲示物の作成 ······································ 16 

５ 研修会の実施 ······································································ 17 

(1) 研究の方向性の確認 ······························································ 17 

(2) 理科指導主事による理科授業の在り方 ·············································· 17 

Ⅶ 検証 ················································································ 18 

１ 児童の意識調査 ···································································· 18 

２ 教員の意識調査 ···································································· 19 

Ⅷ 本年度の研究のまとめ ································································ 20 

１ 本年度の研究の成果 ································································ 20 

２ 今後の課題 ········································································ 20 

補助資料 ················································································ 21 



１ 

Ⅰ 研究主題 

自然の事物・現象についての問題を科学的に解決する児童の育成 

～観察、実験の位置付けが明確で見方・考え方を働かせる授業づくりを通して～ 

 

Ⅱ 主題設定の理由 

１ 今日的課題から 

改訂された「学習指導要領」（2017）において、小学校理科では、「自然の事物・現象についての

問題を科学的に解決するために必要な資質・能力」の育成を目指すことが示された。 

「小学校学習指導要領解説理科」（2017）（以下「解説」（2017）という）には、「今回の改訂は、

小学校理科で育成を目指す資質・能力を育む観点から、自然に親しみ、見通しをもって観察、実験

などを行い、その結果を基に考察し、結論を導きだすなどの問題解決の活動を充実した」と示され

ている。理科における資質・能力を育成する上で、観察、実験が重要な活動であると考えられる。

その観察、実験の在り方については、「小学校理科における観察、実験の手引き」（2011）によると、

観察、実験を実施する前後の活動でその位置付けが決まることが示されており、前後の活動によっ

て観察、実験に意味や価値をもたせることの大切さが考えられる。 

また、「解説」（2017）では、「児童自らが『理科の見方・考え方』を意識的に働かせながら、繰

り返し自然の事物・現象に関わることで、児童の『見方・考え方』は豊かで確かなものになってい

き、それに伴い、育成を目指す資質・能力が更に伸ばされていく」ことが示されている。これより、

理科における資質・能力を育成する上で、児童が見方・考え方を働かせる授業が必要不可欠である

と言える。 

２ 児童の実態から 

平成30年度、令和元年度の本校における岩手県学習定着度状況調査の結果で、正答率が県平均よ

り２％以上低かった調査問題は次の通りである【表１】。 

【表１】平成30年度、令和元年度の岩手県学習定着度状況調査において県平均より２ポイント以上低かった問題 

平成30年度 令和元年度 

・空気、水、金属の温度による体積の変わり方に
ついて理解している（自然事象についての知識・理解） 

・実験結果をもとに、水のようすと水の温度の変
わり方について考えることができる（科学的な

思考・表現） 
・種子の発芽における対照実験で条件を同じにし

た実験方法を考えることができる（科学的な思

考・表現） 

・オオカマキリのようすから季節を推測し、同時
期に見られる生き物の様子と関係付けること
ができる（科学的な思考・表現） 

・予想が確かめられた場合に得られる結果を見通
して実験を構想できる（科学的な思考・表現） 

・棒温度計のしくみについて、液体の温度による
体積の変化を適用し、考えることができる（科

学的な思考・表現） 

正答率が低かった調査問題は、主に科学的な思考・表現に関わる問題であることが分かる。この

結果より、本校においては、自然の事物・現象についての問題を科学的に考える力を育成すること

が求められると考える。 

 

Ⅲ 研究が目指すこと 

本研究の目的は、自然の事物・現象についての問題を科学的に解決する児童を育成することである。 

そのために、観察、実験の位置付けが明確で見方・考え方を働かせる授業を行うことが必要である

と考え、その授業づくりに取り組み、授業の在り方を実践的に明らかにすることを目標とする。 



２ 

Ⅳ 研究仮説 

観察、実験の位置付けが明確で見方・考え方を働かせる授業を実践すれば、自然の事物・現象につ

いての問題を科学的に解決する児童の育成が図られるであろう。 

 

Ⅴ 研究構想 

１ 基本的な考え方 

(1) 「自然の事物・現象についての問題を科学的に解決する」の捉え 

「解説」（2017）では「問題を科学的に解決する」ということについて、「自然の事物・現象に

ついての問題を、実証性、再現性、客観性などといった条件を検討する手続きを重視しながら解

決していくということと考えられる」とし、実証性、再現性、客観性について以下のように示し

ている【表２】。 

【表２】実証性、再現性、客観性について（「解説」（2017）p.16より一部抜粋筆者作成） 

条件 内容 

実証性 考えられた仮説が観察、実験などによって検討することができるという条件 

再現性 
仮説を観察、実験などを通して実証するとき、人や時間や場所を変えて複数回行っ

ても同一の実験条件下では、同一の結果が得られるという条件 

客観性 
実証性や再現性という条件を満足することにより、多くの人々によって承認され、

公認されるという条件 

これより、実証性や再現性の条件は、観察、実験を通して検討されていくものであることが分

かる。つまり、理科授業における観察、実験の活動を通して、理科の見方・考え方を働かせるこ

とで、自然の事物・現象についての問題を科学的に解決する児童が育成されると考えられる。 

(2) 理科の学習過程と観察、実験の位置付け 

観察、実験の活動について、文部科学省「小学校理科の観察、実験の手引き」（2011）では、

観察、実験に関する基本的な内容が解説され、観察、実験の装置や器具の使用法、実験の注意点

等がまとめられており、次のように述べられている。 

理科学習において、「観察、実験」は重要な要素であることから、無目的にその活動を行っ

てはならない。観察、実験は、児童が目的を明確にもち、その結果を表やグラフなどに整理し

て考察することで、はじめて意図的、目的的な活動となり、意味や価値をもつものとなるので

ある。つまり、観察、実験の前後の学習活動が、観察、実験の位置付けを明確にするのである。 

「小学校理科の観察、実験の手引き」（2011）p.16 

このように、観察、実験においては、その方法が適切であることだけでなく、実施する前後の

活動をどのように行うかが大切になる。 

  



３ 

「中央教育審議会答申」（2016）の別添資料では、小学校において理科における資質・能力の

育成のために重視すべき学習過程等の例として、次の図が示されている【図１】。 

 

【図１】小学校における資質・能力を育成するために重視すべき学習過程のイメージ例（「中央

教育審議会答申」（2016）の別添資料p.33より抜粋、囲みは筆者加筆） 

観察、実験を実施する前後の活動に注目すると、実施前には問題を見いだして予想・仮説を設

定したり検証計画を立案したりする見通しの活動が位置付けられている。実施後には、結果を整

理し予想と比較しながら考察や結論を導出する問題を解決する活動が位置付けられている。この

見通しの活動と問題を解決する活動は、理科における資質・能力の思考力、判断力、表現力等に

当たる問題解決の力の育成に大きく関係する。「解説」（2017）では、問題解決の力について次

のように述べている。 

児童が自然の事物・現象に親しむ中で興味・関心をもち、そこから問題を見いだし、予想

や仮説を基に観察、実験などを行い、結果を整理し、その結果を基に結論を導きだすといっ

た問題解決の過程の中で、問題解決の力が育成される。        「解説」（2017）p.16 

また、各学年において育成を目指す問題解決の力については、次のように示されている【表３】。 

【表３】各学年で育成を測る問題解決の力（「解説」（2017）pp.17-18より一部抜粋筆者作成） 

 育成を目指す問題解決の力 

第３学年 主に差異点や共通点を基に、問題を見いだすといった問題解決の力 

第４学年 
主に既習の内容や生活経験を基に、根拠のある予想や仮説を発想するといった
問題解決の力 

第５学年 主に予想や仮説を基に、解決の方法を発想するといった問題解決の力 

第６学年 主により妥当な考えをつくりだすといった問題解決の力 

問題解決の力として主に、第３学年では「問題を見いだす力」、第４学年では「予想や仮説を

発想する力」、第５学年では「解決の方法を発想する力」、第６学年では「より妥当な考えをつく

りだす力」を育成すると示していることから、観察、実験だけではなく、前後の活動である見通

しと問題を解決する活動の中でも育成される力であることが分かる。 

つまり、観察、実験に意味や価値をもたせてその位置付けを明確にさせるために、見通したり、

問題を解決したりする活動は、理科における資質・能力を育成する上で重要である。ただし、こ

の前後の活動を取り入れて、示された学習過程をなぞった授業が、位置付けが明確な授業という

ことではない。「小学校理科の観察、実験の手引き」（2011）や「解説」（2017）にあるように、

児童が学習内容に応じた観察、実験において、目的をもちながら見通しや問題を解決する活動に

取り組むことで、観察、実験が意味や価値をもち、理科における資質・能力が育成できるように

なるのである。 



４ 

(3) 理科の「見方・考え方」 

理科の目標では、理科の「見方・考え方」を働かせながら、理科における資質・能力の育成を

目指すことが明示されている。「解説」（2017）では、次のように示されている。 

児童自らが「理科の見方・考え方」を意識的に働かせながら、繰り返し自然の事物・現象に

関わることで、児童の「見方・考え方」は豊かで確かなものになっていき、それに伴い、育成

を目指す資質・能力が更に伸ばされていくのである。        「解説」（2017）p.14 

つまり、理科の「見方・考え方」を働かせることは、理科における資質・能力の育成に必要不

可欠なものであり、児童が「見方・考え方」を働かせる理科の授業が求められていると言える。 

理科の「見方・考え方」については、「中央教育審議会答申」（2016）や「解説」（2017）に

おいて、次のように整理されている【表４】【表５】。 

【表４】理科の「見方」（「中央教育審議会答申」（2016）別添資料p.36より一部抜粋筆者作成） 

 領域 

エネルギー 粒子 生命 地球 

見方 

自然の事物・現象を
主として量的・関係的
な視点で捉える。 

自然の事物・現象を
主として質的・実体的
な視点で捉える。 

生命に関する自然の
事物・現象を主として
多様性と共通性の視点
で捉える。 

地球や宇宙に関する
自然の事物・現象を主
として時間的・空間的
な視点で捉える。 

小学校 
【事象を分節
化しない】 

自然の事物・現象を
「見える（可視） レベ
ル」において、主とし
て量的・関係的な視点
で捉える。 

自然の事物・現象を
「物レベル」において、
主として質的・実体的
な視点で捉える。 

生命に関する自然の
事物・現象を「個体～
生態系レベル」におい
て、主として多様性と
共通性の視点で捉え
る。 

地球や宇宙に関する
自然の事物・現象を「身
のまわり（見える）レ
ベル」において、主と
して時間的・空間的な
視 点で捉える。 

例：豆電球の明るさにつ
いて、電池の数（量）
や直列・並列つなぎ
の関係で捉える。 

例：物の性質について、
形が変わっても重さ
は変わらないことか
ら実体として存在す
ることを捉える。 

例：昆虫や植物の成長や
体のつくりについ
て、多様性と共通性
の視点で捉える。 

例：土地のつくりや変化
について、侵食・運
搬・堆積の関係を時
間的・空間的な視点
で捉える。 

【表５】理科の「考え方」（「解説」（2017）pp.13-14より一部抜粋筆者作成） 

 領域 

エネルギー 粒子 生命 地球 

考え方 

「 比 較 」 複数の自然の事物・現象を対応させ比べること。 

「 関 係 付 け 」 自然の事物・現象を様々な視点から結び付けること。 

「 条 件 制 御 」 自然の事物・現象に影響を与えると考えられる要因について、
どの要因が影響を与えるかを調べる際に、変化させる要因と
変化させない要因を区別するということ。 

「 多 面 的 」 自然の事物・現象を複数の側面から考えること。 

(4) 「観察、実験の位置付けが明確で見方・考え方を働かせる授業」の捉え 

「解説」（2017）や「小学校理科における観察、実験の手引き」（2011）から、観察、実験の

位置付けが明確で見方・考え方を働かせる授業を次のように捉える。 

 

 

 

 

観察、実験の位置付けが明確で見方・考え方を働かせる授業 

・どのような見方・考え方を働かせることが、資質・能力の育成につながるのかが明確で、そ

れに基づいた観察、実験が行われる授業 

・観察、実験の目的を把握して、見通したり、問題を解決したりすることで、観察、実験が意

味や価値をもつ授業 



５ 

２ 研究内容 

研究は、「観察、実験の位置付けが明確で見方・考え方を働かせる授業」の捉えから、２つの視

点に沿って取り組むこととした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 研究方法 

(1) 理論研究 

ア 各種文献、先進校における実践事例、系統資料を参考にしながら、領域ごとにその学年で習

得しなければならない基礎的・基本的な知識・技能を検討・修正する。 

イ 学習内容や発達段階に合わせ、目指す児童の姿を研究する。 

ウ 先進校を視察し、その実践における指導内容や学習指導の在り方等を本校の研究に生かす。 

エ 理科指導主事による理科授業についての研修会を設け、理科授業の在り方を学ぶ。 

(2) 研究授業による実践的研究 

ア 拡大研究授業を実施する。 

イ 全体での研究授業を実施する。 

ウ 部会内での研究授業を実施する（ア、イの研究授業が行われない学年）。 

(3) 質問紙調査による変容の把握 

ア 児童の理科授業に対する意識の変容を調査する。 

イ 教員の理科指導に対する意識の変容を調査する。 

(4) 日常の指導・検証による実践的研究 

ア 研究会や研修会での共通理解や他の分掌等との連携を基に、研究主題及び研究仮説に即した

日常の授業実践を積み上げ、研究を深める。 

イ 児童の学力の向上と学習習慣の定着を目指し、それにともなう成果及び課題を常に明らかに

し、実態に即して研究を進める。 

 

４ 検証、改善 

一年間の取組に対して検証と改善を図る。検証は、年２回の児童と教員に対する意識調査、授業

における児童のノート、ワークシートの記述から評価し、その手立ての効果を明らかにして、修正

を行う。  

視点Ⅰ 見方・考え方を働かせる 

ア 児童に見方・考え方を働かせる自然事象の提示場面の設定 

イ 児童に見方・考え方を働かせる観察、実験の結果の整理場面の設定 

ウ 主な見方・考え方、内容のつながりを意識した単元計画の作成 

エ 各学年の学習内容、見方・考え方、資質・能力の一覧表の作成 

オ 見方・考え方を児童に意識付ける掲示物の作成 

視点Ⅱ 観察、実験の位置付けを明確にさせる 

ア 観察、実験の目的、方法、事前に考えられる結果、考察の内容について見通す場面の設定 

イ 観察、実験の目的を踏まえて、結果と向き合い、自分の考えをまとめる場面の設定 

ウ 観察、実験の価値と学びを自覚する振り返り場面の設定 

エ 児童に問題解決の過程を意識付ける掲示物の作成 



６ 

Ⅵ 研究の実際 

１ 授業実践 

(1) 第３学年「音の伝わり方と大小」 

ア 目標 

音を出したときの震え方に着目して、音の大きさを変えたときの現象の違いを比較しながら、

音の性質について調べ、それらについての理解を図り、実験などに関する技能を身に付けると

ともに、主に差異点や共通点を基に、問題を見いだす力や主体的に問題解決しようとする態度

を育成する。 

イ 指導構想（全５時間） 

児童の体感を大切にする。第１次では、音が出ている物の様子を学習する。楽器に限らず身

近な音の出る物を集めて教材とすることで、音に対する様々な気付きや疑問が生まれるように

し、そこから問題を作成する。このとき、図画工作で作製した弦楽器と関連させ、体感を重視

した活動を行う。第２次では、音の大小と震え方について学習する。第１次の体験を通して生

まれた疑問から、音の大小に着目させ、音の大小と震え方について理解させる。第３次では、

音の伝わり方について学習する。糸電話による音の伝わり方と糸以外のものによる音の伝わり

方を比較させながら、音が伝わるときの物の様子について理解させる。音の伝わりやすい物や

伝わりにくい物の音の広がりについても考えさせ、生活への利用に考えを広げさせる。 

ウ 本時の目標（５/５時間目） 

糸以外でも音を伝える物と伝えない物があることを捉え、音の性質を生活に生かそうとする。 

エ 本時の展開 

段階 学習活動・内容 ・教師の手立て ○研究の視点 【】評価 ○留意点 ■教材 
つ
か
む 
10 
分 

１ 前時の確認 
・前時想起し、糸の部分を金属に変
えたらどうなったか確認する。 

２ 問題確認 
 

 
・前時に行った糸と針金の音の伝
わりと震えを表で確認させる。 

 

 
■糸電話（トライアングル） 
◇比較する考え方 

調
べ
る 
25 
分 

 
３ 予想の確認 
・物の震えに着目した予想を確認
する。 

４ 観察、実験 
①音が伝わるときの色々な物の
震えを調べる。 

②糸電話における震えや聞こえ
方等と比較して表に記入する。 

５ 結果 
・班ごとの結果を確認する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
○触って震えを確認させることで、
震えと聞こえ方が物によって違
うか比較させる（視点Ⅰイ）。 

 
 
 
 
 
■毛糸電話 
■針金電話 
■ゴム電話 
 
 
◇関係的な視点 

解
決
す
る 
10 
分 

６ 考察 
・音が伝わりやすい物と伝わりに
くい物があり、震え方が違うこ
とを確認する。 

７ まとめ 
 
 
８ 再実験 
・空気中の音の伝達を確認する。 
９ 振り返り 

○結果と予想を比較させ、音の性
質をまとめさせる（視点Ⅱイ）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
■サウンドキャッチャー 
【主体的に学習に取り組む態度】 
音の伝わりについて、生活
に結び付けて考えようと
している。[発言・記録] 

いろいろな物で、音をつたえることができるだろうか。 

いろいろな物で、音を伝えることができるが、音の大きさやふるえ方はちがう。 
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オ 研究の視点について 

(ｱ) 視点Ⅰ「イ 児童に見方・考え方を働かせる観察、実験の結果の整理場面の設定」について 

針金電話、ゴム電話、毛糸電話による音の伝わり方について、糸電話における伝わり方と

震えの様子と比較して表に記入させた。そして、結果を整理させた後、表を「縦に見る視点」

と「横に見る視点」を与えて、音の伝わりと物の震えを関連的に捉えさせながら、物による

音の伝わりについて考えさせた【図２】。 

 

【図２】結果の整理をした板書とそのときの様子 

(ｲ) 視点Ⅱ「イ 観察、実験の目的を踏まえて、結果と向き合い、自分の考えをまとめる場面

の設定」について 

全体で結果を整理して表の見方を確認した後、児童一人一人が考察をノートに書く時間を

設けた。児童は、全体で確認したことを基にしながら、自分の結果を見直し、それぞれで考

察を行わせた【図３】。 

 

実験と各自で結果の記入       結果の共有      一人一人の考察の時間 

【図３】実験から自分の結果をまとめるまでの流れ 

カ 成果と課題 

(ｱ) 成果 

・音が伝わっているときに物が震えていることを捉えさせることができた。 

・疑問から問題を見出し問題解決へ向かう流れを定着させることができ、児童が主体的に問

題解決に向かう姿が見られた。 

(ｲ) 課題 

・再実験で行った空気中の音の伝達については、見えない空気を児童がイメージできない様

子が見られた。空気を扱う場合、見えないものをイメージさせる手立てが必要である。  

Ｔ：「表を縦にしたり、横に見たりし

て比べてごらん。どんなことが言

えそう？」 

Ｃ１：「物によって音の大きさや震え方

は違う。」 

Ｃ２：「音が大きいと震えも大きい。」 



８ 

(2) 第４学年「空気と水の性質」 

ア 目標 

空気と水の性質について、体積や圧し返す力の変化に着目して、それらと圧す力を関係付け

て調べる活動を通して理解を図り、実験などに関する技能を身に付けるとともに、主に既習の

内容や生活経験を基に、根拠のある予想や仮説を発想する力や主体的に問題解決しようとする

態度を育成する。 

イ 指導構想（全６時間） 

単元を通し、関係付けて考えることを大切にしていきたい。第１次では、空気を圧し縮めた

ときの体積や圧し返す力に着目して、それらと圧す力とを関係付けて、圧し縮めた空気の体積

や圧し返す力の変化を調べる。導入では、空気を閉じ込めて圧し返す力や体積を体感する活動

を設定する。そして、空気の存在を体感させた後、注射器を使った実験につなげる。空気を閉

じ込め圧し縮めると、体積が小さくなるが圧し返す手ごたえが大きくなることを注射器の目盛

りから読み取ったり、手ごたえを感じ取ったりすることを通して、空気の体積変化と圧し返す

力を関係付けて捉えさせる。また、目に見えない空気の存在や体積変化をイメージできるよう

に図や絵で表す方法があることを教え、予想や考察に生かしていく。第２次では、閉じ込めた

空気や水に力を加えたときの体積や圧し返す力の変化に着目して、空気と水の場合を比較しな

がら調べる。空気と同様に注射器を用いて体積の変化を読み取り、閉じ込めた空気は圧すと縮

められ元に戻ろうとする力が大きくなるが、水は圧し縮められないことを捉えさせる。 

ウ 本時の目標（５/６時間目） 

閉じ込めた空気は圧し縮められるが、水は圧し縮められないことが理解できる。 

エ 展開 

段階 学習活動・内容 ・教師の手立て ○研究の視点 【】評価 ◇見方・考え方 ■教材 

つ
か
む 
10 
分 

１ 前時の確認 
・空気鉄砲の空気の代わりに水を
入れた鉄砲は、玉が飛ぶか予想
する。 

２ 問題確認 
 

○筒の中に、空気のかわりに水
を入れたら玉は飛ぶことを提
示し、閉じ込めた空気と比較
しながらその体積変化につい
て着目させる（視点Ⅰア）。 

 

 
■水を入れた鉄砲 
◇質的な視点 

調
べ
る 
15 
分 

 
３ 予想 
・空気の場合と比較する。 
４ 観察、実験 
・実験方法を確かめる。 
・実験の結果を記録する。 
５ 結果 
・体積と手ごたえをまとる 

 
○空気の場合と比較しながら予
想させ、実験方法や結果につ
いて見通しをもたせる（視点
Ⅱイ）。 

 
 
 
 
 
 

 
■注射器 
 
 
 
 

解
決
す
る 
20 
分 

６ 考察 
・実験結果から水の性質を考える。 
・水を入れた鉄砲の玉が飛ばなか
った理由を考える。 

 
７ まとめ 
 
 
８ 振り返り 

○空気の性質と比較し、体積変
化と圧す力を関係付けて考え
させる（視点Ⅰイ）。 

 
 

【知識・技能】 
注射器に閉じ込めた水を
おして、体積や手応えを調
べ、その結果から空気と水
の性質の違いについて理
解している。[観察・記録] 

とじこめた水は、おされると体積が小さくなるのだろうか。 

とじこめた水は、空気とちがって、おされても体積は変わらない。 



９ 

オ 研究の視点について 

(ｱ) 視点Ⅰ「ア 児童に見方・考え方を働かせる自然事象の提示場面の設定」について 

閉じ込めた水に力を加えたときの体積変化や圧し返す力に着目さるため、既習の空気との

比較に意識が向くように、空気鉄砲（筒に玉をつめたもの）の空気の代わりに水を入れた鉄

砲では玉が飛ぶかを予想させ、事象提示を行った【図４】。そこから、問題設定へとつなげ、

空気のときと比較しながら、圧し返す力と体積変化を関係付けて考えさせることを目指した。 

 

【図４】空気の代わりに水を入れた鉄砲による事象提示の様子 

(ｲ) 視点Ⅱ「ア 観察、実験の目的、方法、事前に考えられる結果、考察の内容について見通

す場面の設定」について 

空気の場合と比較しながら、予想させたり実験方法や結果について考えさせたりすること

で、見通しをもたせて活動に取り組ませた【図５】。 

 
【図５】空気と水で比較しながら体積と押し返す力を関係付けて考えさせた板書 

カ 成果と課題 

(ｱ) 成果 

・水鉄砲の事象提示により、学ぶ理由が明確になり、実験の意味を明確にすることができた。 

・空気の場合と比較しながら終始学習を進めたことで、水の圧し返す力や体積変化に着目さ

せながら、水の性質についての理解を図ることができた。 

 (ｲ) 課題 

・「空気がないから圧し返す力がない」という予想から、圧し返す力と体積変化の関係付け

が弱い子がいたことが考えられる。圧し返す力と体積変化を関係付けて考えさせたい。  

Ｃ１：「空気がないから飛

ばないと思う。」 

Ｃ２：「押し返す力がない

から飛ばない。」 

Ｔ：「空気の代わりに水が

入った鉄砲なら、玉は

飛ぶと思いますか。」 
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(3) 第５学年「水溶液の性質」 

ア 目標 

物が水に溶ける量や様子に着目して、水の温度や量などの条件を制御しながら、物の溶け方

の規則性を調べ、それらについての理解を図り、実験などに関する技能を身に付けるとともに、

主に予想や仮説を基に、解決の方法を発想する力や主体的に問題解決しようとする態度を育成

する。 

イ 指導構想（全 14時間） 

本単元を通して、実験の計画を立てることに自信をもち、問題を探究する児童を育てたい。

第１次では、水溶液とは何かを学習する。導入では、水を入れた細長いポリ袋を活用し、食塩

が溶けて見えなくなっていく様子を実体的に捉える事象を提示する。そこから、食塩がどうな

ったのか予想させ、予想を基に実験の方法を考えさせる。第２次では、ミョウバンという新し

い溶質を提示し、食塩とミョウバンの特徴の違いを学習する。条件を制御しながら定量的に調

べることを扱い、予想を基にした実験に取り組ませる。第３次では、溶けている物を取り出す

ことができることを学習する。ミョウバンの性質から、実験の方法を考えさせ、安全に配慮し

ながら実験を行わせる。第４次では、既習の知識を活用し、食塩とミョウバンのそれぞれの水

溶液を見分ける活動を行う。ここで、見分ける方法を出来る限り一人一人に考えさせて実験さ

せる。そこから、自分の実験計画の良かった理由や改善すべき点を振り返らせ、各水溶液の特

徴を確認することで、物の溶け方の規則性についての理解を深める。 

ウ 本時の目標（13/14時間目） 

これまで学んだ物の溶け方の規則性を基に、解決の方法を発想し、表現することができる。 

エ 展開 

段階 学習活動・内容 ・教師の手立て ○研究の視点 【】評価 ◇見方・考え方 ■教材 

つ
か
む 
10 
分 

１ 事象提示 
・３つの水溶液（コーヒーシュガ
ー、食塩、ミョウバン）を見る。 

２ 問題設定 
・実験計画を立てることを確認する。 

 
○３つの水溶液を見せ、そのう
ち２つの水溶液は見た目だけ
では見分けられないことに着
目させる（視点Ⅰア）。 

 
■コーヒーシュガーの水溶液 
■食塩の水溶液 
■ミョウバンの水溶液 
◇実体的な視点 

調
べ
る 
35 
分 

 
３ 予想 
・ どちらが食塩でミョウバンな

のかを予想する。 
・ 区別するために、食塩とミョウ

バンの特徴を全体で確認する。 
４ 実験の計画 
・ 実験の方法を構想する。 
５ 観察、実験 
・ 実験の計画を基に同じ、実験を

考えた人とグループを２、３人
で組み実験する。 

６ 結果 
・実験の結果を記録する。 

 
・ 現時点では区別するための

根拠がないことを確認する。 
 
 
 
○実験結果を記録する表を提示
し、結果をあらかじめ考えさ
せる（視点Ⅱア）。 

 
 
 
 
 

 
【思考・判断・表現】 
これまで学んだ物の溶け
方の規則性を基に、２つの
水溶液を判別する方法を
発想し、手順を表現してい
る。[発言・ノート] 
■保護メガネ 
■蒸発皿 
■るつぼばさみ 
■ガスコンロ 
■石綿付き金網 
■氷水 

解
決
す
る 
５ 
分 

７ 考察 
・ どちらが食塩かミョウバンか

を考える。 
８ 振り返り 

○自分の考えた実験の計画方法
について振り返らせる（視点
Ⅱウ）。 

 

 

 ２つの水溶液のうち、どちらが食塩で、どちらがミョウバンなのだろうか。 
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オ 研究の視点について 

(ｱ) 視点Ⅱ「ア 観察、実験の目的、方法、事前に考えられる結果、考察の内容について見通

す場面の設定」について 

食塩とミョウバンの水溶液を区別する方法を考えさせる中で、どのような結果が区別でき

るのか予め考えさせるワークシートを用意した。ワークシートは、具体的な手順よりも、結

果の見通しについて先に考える構造にした【図６】。 

 
【図６】児童が実験計画した際のワークシートの記述 

(ｲ) 視点Ⅱ「ウ 観察、実験の価値と学びを自覚する振り返り場面の設定」について 

実験の過程や結果から自分の考えた実験方法について振り返ることで、実験を行った目的

を明確させるようにした【図７】。 

 

 

 

【図７】児童の振り返りの記述 

カ 成果と課題 

(ｱ) 成果 

・結果の見通しをもたせた上で、実験に取り組ませることができたので、一人一人が行った

実験内容は異なっても、実験の位置付けを明確にさせることができた。 

・２つの水溶液を区別する実験方法を考えるだけ終わらず、実際に実験させて結果を確認さ

せたことで、実証性を児童に意識させるきっかけとなった。 

(ｲ) 課題 

・既習内容を確認してから、実験の計画を行わせたが、確認が丁寧過ぎた。単元のまとめの

時間であり、実験内容は既習のものであったことから、児童に実験までの過程をもう少し

任せても良かった。そして、その後の実験計画の振り返りに時間を割くべきだった。 

（どんな実験をするか） 

水を冷やす 

（結果の見通し） 

変化なし→食塩 

白いつぶがでてきた→ミョウバン 

（水溶液を冷やして、見分けた児童の振り返り） 

「冷やすと、時間がかかるが、ミョウバンと食塩の見分け方はわかりやすい。これからも、どちらにどっち

を入れたかわからない時はないと思うけど覚えておきたいです。」 
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(4) 第６学年「大地のつくりと変化」 

ア 目標 

土地やその中に含まれている物に着目して、土地のつくりやでき方を多面的に調べ、土地の

つくりや変化についての理解を図り、観察、実験などに関する技能を身に付けるとともに、主

により妥当な考えをつくりだす力や主体的に問題解決しようとする態度を育成する。 

イ 指導構想（全 12時間） 

地域の露頭やボーリング資料を教材として扱い、実生活との関わりを意識させていきたい。

第１次では、大地のつくりについて学習する。地域の露頭の写真を提示し、自分たちの住む大

地の下がどのようになっているのかについて興味・関心をもたせる。第２次では、流れる水の

働きや火山の噴火による土地のつくりとでき方を学習する。既習の露頭と学校のボーリング資

料から、同じ種類の粒が層になっていることに疑問をもたせる。そこから、粒の観察、モデル

実験、ＩＣＴによる動画を活用し、各層のつくりやでき方について捉えさせる。第３次では、

大地の変化について学習する。地域で見られる断層や海の生き物の化石から、大地の変化につ

いて興味をもたせ、そこから様々な変化について捉えさせる。第４次では、地震や火山の噴火

による災害について学習する。地震や火山の噴火が、人間の暮らしに影響を及ぼした資料から、

起こる災害について考えさせ、自然災害から生命を守るためにできる備えを考えさせる。 

ウ 本時の目標（６/12時間目） 

火山灰の特徴について、器具を正しく扱いながら調べ、調べた過程や得られた結果を適切に

記録している。 

エ 本時の展開 

段階 学習活動・内容 ・教師の手立て ○研究の視点 【】評価 ◇見方・考え方 ■教材 

つ
か
む 
５ 
分 

１ 事象提示 
・学校のボーリング資料に、火山灰

の層が見られたことに注目する。 
・地域で採取した火山灰と線香の
灰のそれぞれで10円玉を磨く
と、火山灰で磨いた方が輝くこ
とを確認する。 

２ 問題設定 
 

 
○火山灰の層の粒に着目さ
せる（視点Ⅰア）。 

 
 
 
 
 
 

 
■ボーリング資料 
■線香の灰 
■10円玉 
◇空間的な視点 

調
べ
る 
35 
分 

 
３ 予想 
・肉眼で観察し、あまり違いが判
らないことを捉える。 

４ 観察、実験 
・椀がけ法による顕微鏡での観察
を行う。 

５ 結果 
・火山灰の粒の特徴を表にまとめ
る。 

 
 
 
 
 
 
○粒の大きさや形、色を整理し、
既習の地層と比較しながら、
その土地のつくりについて考
えさせる（視点Ⅰイ）。 

 
■採取した火山灰 
■乳鉢 
■シャーレ 
■解剖顕微鏡 
【知識・技能】 
器具を正しく使い、観察し
て分かった火山灰の特徴を
記録している。[観察・記録] 

解
決
す
る 
10 
分 

６ 考察 
・流れる水の働きでできる地層の
粒の特徴と比べ、火山灰の特徴
をまとめる。 

７ まとめ 
 
 
 
８ 振り返り 

○観察の際に着目したことを取
り上げながら学習を振り返ら
せる（視点Ⅱウ）。 

 

火山灰のつぶには、角ばっていて、黒や白、とう明のものが見られ、水の働きによ
ってできる地層のつぶの特ちょうとは異なる。 

火山灰のつぶは、どのような特徴なのだろうか。 
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オ 研究の視点について 

(ｱ) 視点Ⅰ「ア 児童に見方・考え方を働かせる自然事象の提示場面の設定」について 

どちらも灰と呼ばれる、火山灰と線香の灰だが、それぞれで 10 円玉を磨くと、火山灰で

磨いた方が輝く。この違いから粒の特徴に着目させるようにした【図８】。 

 
【図８】線香の灰と火山灰のそれぞれで 10円玉を磨いた事象提示の様子 

(ｲ) 視点Ⅰ「ウ 主な見方・考え方、内容のつながりを意識した単元計画の作成」について 

教科書では単元が２つに分かれている内容であった。しかし、二戸は、流れる水の働きと

火山の噴火による土地のつくりからできていて、内陸なのに海の生き物の化石が見られる地

層や断層がある地層が見られることから、全てにつながりをもたせられることが考えられた。

そこで、一単元にしてつながりをもたせることにし、単元を構想し直した【表６】。 

【表６】教科書（東京書籍）の単元計画と本単元計画の違い 

教科書による単元計画 構想し直した単元計画 

大
地
の
つ
く
り 

１
次 

大地のつくり 
崖の様子を観察し、粒の大きさや

形、色に着目する。そして、ボーリン
グ試料や火山灰などを観察し、地層に
ついて学ぶ。 

大
地
の
つ
く
り
と
変
化 

１
次 

大地のつくり 
地域にみられる様々な露頭の写真

を比較し、しま模様に気付く。そして、
露頭の土の観察を通して、粒の大きさ
や形、色に着目し、地層について学ぶ。 

２
次 

地層のでき方 
流れる水の働きや火山の噴火によ

る土地のつくりについて学ぶ。 ２
次 

流れる水の働きや火山の噴火による
土地のつくりとでき方 
本校のボーリング資料から、各層の

粒の種類に着目し、各地層の特徴やで
き方を学習する。そして、学校がある
二戸の大地のでき方を考える。 

３ 
次 

地層のできるしくみ 
流れる水の働きや火山の噴火によ

る土地のでき方について調べる。 

変
わ
り
続
け
る
大
地 

１
次 

地震や火山の噴火による大地の変化 
地震や火山の噴火による大地の変

化について調べ、その仕組みをまとめ
る。 

３
次 

地震や火山の噴火による大地の変化 
地層のズレや二戸で海の生き物の

化石が見られることについて疑問を
見いだし、土地の変化について学ぶ。 

２
次 

暮らしと災害 
地震や火山の噴火による災害と備

えについて考える。 
４
次 

暮らしと災害 
自然災害の様々な写真から、暮らし

に影響を及ぼす土地の変化とその対
策について考える。 

カ 成果と課題 

(ｱ) 成果 

・児童にとって身近な学校の土地や露頭を取り上げたことで、児童の興味・関心を高めるこ

とができた。 

・事象提示における線香の灰と火山灰を比較から、土の粒に着目させることができた。 

(ｲ) 課題 

・本時の碗がけ法による火山灰の観察は、１時間の授業、単元の流れから、様々な目的をも

たせることができる。何のために観察をしたのか児童に明確に意識させたい。  

線香の灰で磨いた 10円玉と火山灰で磨いた 10円

玉を比較して観察した。 

Ｃ：「火山灰で磨いた 10円玉の方が表面が削れて

輝いている。」 
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２ 見方・考え方、資質・能力の一覧表の作成 

研究の視点Ⅰ「エ 各学年の学習内容、見方・考え方、資質・能力の一覧表の作成」に関わって、

学習指導要領に示された内容ごとの見方・考え方と資質・能力を基に、本校の年間指導計画に合わ

せて、各単元における見方・考え方と資質・能力の一覧表を作成した【図９】。一覧表はＡ４用紙

１枚分に収め、授業づくりにおいて使用できるものとした。 

作成した一覧表の一部（５年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

【図９】作成した一覧表の例と学習指導要領・教科書（東京書籍）における主な関連ページ 

教員から、一見して「見方・考え方」と「資質・能力」を確認できる点が良いという声が挙げら

れた。一方、配布した年度当初に比べ、活用があまり見られなくなってきた。授業づくりの際に、

教員が負担なく、活用できるようにする方法を検討する必要がある。 

  

「解説」（2017）p.71一部 東京書籍「新しい理科」p.５一部 
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３ 見方・考え方を児童に意識付ける掲示物の作成 

研究の視点Ⅰ「オ 見方・考え方を児童に意識付ける掲示物の作成」に取り組んだ。 

中央教育審議会答申「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の

改善及び必要な方策等について（答申）」の別添資料や学習指導要領解説 理科編（以下「解説」（2017）

という）に示されている内容を基に、児童が分かりやすい言葉に置き換えながら作成を行った。 

作成した物は、理科室の壁面に掲示した【図10】。また、理科の学習で常に児童が意識すること

を目指し、各教室に配布した【図10】【図11】【図12】。教室に掲示する学年、授業のときに取り出

し使用する学年と、活用の形態は様々ではあるが、活用に取り組んでいる。 

 
【図 10】理科室における見方・考え方の掲示物 

        

【図 11】粒子における見方の掲示物 【図 12】多面的な考え方の掲示物 

また、「解説」（2017）に示されている、学年を通して育成を目指す問題解決の力に関しても掲示

物を作成した。 

 

【図13】第３学年で育成目指す問題解決の力を示す掲示物 

領域ごとにこれらに触れたり、繰り返し問題解決の力を取り上げたりしたことで、児童が見方・

考え方や学年で身につけるべき力を意識し、覚える姿が見られた。児童への意識付けを行うことが

できたと考えられる。  
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４ 児童に問題解決の過程を意識付ける掲示物の作成 

研究の視点Ⅱ「エ 児童に問題解決の過程を意識付ける掲示物の作成」に取り組んだ。「中央教

育審議会答申」（2016）の別添資料に示された学習過程を基に、本校で使用している教科書との関

連を図りながら、児童が意識しやすい言葉で学習過程を示す掲示物を作成した（視点Ⅱエ）。そし

て、これについては理科室の壁面に掲示した【図14】。また、学習中、常に児童が意識することを

目指し、授業の板書にも使用できるよう、黒板で使用できる形にし、各教室に配布した【図15】。 

 
【図 14】理科室における問題解決の過程を意識付ける掲示物 

 

【図 15】板書における問題解決の過程を意識付ける掲示物の活用 

板書等で活用したことで、児童が問題解決の過程を意識し、次に行うことを児童が見通しながら

活動する様子が見られた。児童に問題解決の過程を意識させることができたと考えられる。  

黒板の端に順番に掲示しておき、授業の流

れに沿って、板書に活用していくことで、

問題解決の過程を意識させる。 
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５ 研修会の実施 

(1) 研究の方向性の確認 

研究の方向性を全体で共有する機会を、年度初めと二学期始めに設けた。 

年度初めに行った第１回研修会では、まず学習指導要領で示された資質・能力や見方・考え方

を確認した【図16】。そして、今年度の研究の方向性を全体で共有した。 

二学期始めに行った第２回研修会では、研究の方向性を再度確認した。その上で、授業の様子

を収めた動画を見ながら、「見方・考え方を働かせる」「観察、実験の位置付けを明確にさせる」

という研究の視点で協議を行い、授業の在り方について考えた【図17】。 

 

【図 16】第１回研修会資料スライドの一部    【図 17】第２回研修会の様子 

 

(2) 理科指導主事による理科授業の在り方 

５月に岩手県総合教育センター研修指導主事の黄川田泰幸先生

を招き、理科授業の在り方についてご講義をいただいた。資質・

能力の育成と見方・考え方、授業を構想する上でのポイント、授

業改善の視点等について、黄川田先生の実践をまとめた動画を使

用しながら、教えていただいた【図18】。 

また、令和３年１月に岩手県教育委員会主任指導主事小松順一

先生を招き、理科授業における評価についてご講義をいただいた。

指導と評価の一体化のために、どのように授業を考えていけばよ

いのか、教えていただいた。 

 

【図18】５月の研修テキスト 
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Ⅶ 検証 

１ 児童の意識調査 

第４学年から第６学年の児童には、４月と 11 月に２度の意識調査を実施し、その変容について

検証した【表７】。第３学年については、これまでの理科の学習経験がないため、11 月にのみ意識

調査を実施した。選択肢は「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」「どちらかといえば当て

はまらない」「当てはまらない」の４つであり、それぞれの質問に対する肯定的回答の割合は次の

とおりである。なお、第４学年から第６学年の変化について、４月と 11 月の回答を肯定的回答と

否定的回答に分けた上で、χ２検定（一部度数の大きさによって Fisher 正確確率検定）を行った。 

【表７】４月と 11月の児童意識調査の結果 

 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 

11 月 
(n=58) 

４月 
(n=53) 

11 月 
(n=53) 

４月 
(n=47) 

11 月 
(n=44) 

４月 
(n=45) 

11 月 
(n=46) 

学
習
に
つ
い
て 

理科の学習が好き 84% 85% 92% 100% 91% 80% 76% 

理科の内容がよく分かる 86% 85% 98% 96% 91% 93% 87% 

理科の授業で学習したことや調べ方を、ほか
の学習や普段の生活でもつかえないか考える 

64% 57% 83%** 85% 73% 56% 76%* 

将来、理科や科学技術に関する仕事につきた
いと思う 

28% 8% 13% 17% 32% 29% 22% 

授
業
に
つ
い
て 

問題を解決するために、進んで調べたり、考
えたことを話したりしている 

53% 68% 77% 77% 82% 69% 72% 

自分で予想を考えてから、観察、実験をしている 76% 94% 92% 100% 98% 91% 85% 

話し合いを通して、考えを深めたり、広げた
りしている 

62% 72% 87% 77% 89% 71% 76% 

観察、実験の結果からなにがわかったのか考
えている 

83% 81% 94%* 98% 95% 87% 87% 

観察、実験の進め方や考え方がまちがってい
ないかをふり返っている 

76% 74% 87% 83% 89% 76% 76% 

学習したことや調べ方を、ほかの学習や普段
の生活でもつかえないか考えている 

50% 58% 75% 70% 70% 69% 67% 

* p <.05 で有意差あり  ** p <.01 で有意差あり 

理科の学習に関して「理科の授業で学習したことや調べ方を、ほかの学習や普段の生活でもつか

えないか考える」の項目については、第４学年、第６学年のそれぞれの学年において、有意差が明

らかとなった。児童の様子からも、理科授業の中で学んだことを他教科や実生活と関連付けて考え

ることができたり、学校生活や他教科の学習においても理科の見方や考え方、学習内容を関連付け

たりできたと考えられる【図 19】。 

 

 

 

 

 

 

【図 19】３年生の児童の振り返り 

理科の授業に関する意識の中で、「観察、実験の結果からなにがわかったのか考えている」につ

（食塩と砂糖の重さ比べをした後） 

「今日は砂糖と塩を比べたけど似ている塩が２倍くら

い重さが違ったのでびっくりしました。あと似ている

物をたくさん調べたいです。どうして塩より砂糖の方

が軽いのか調べてみたいです。水とお湯では同じか違

うか調べてみたいです。」 
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いては、第４学年において、有意差が明らかとなった。実験結果から考察を行うことへの意識が高

まっていることが考えられるとともに、観察、実験の位置付けが明確にされていたことが考えられ

る。 

 

２ 教員の意識調査 

本校教員に対し、４月と 11月に２度の意識調査を実施し、その変容をみた【表８】。選択肢は「当

てはまる」「どちらかといえば当てはまる」「どちらかといえば当てはまらない」「当てはまらない」

の４つであり、それぞれの質問に対する肯定的回答の割合は次のとおりである。なお、４月と 11

月の回答を肯定的回答と否定的回答に分けた上で、χ２検定（一部度数の大きさによって Fisher正

確確率検定）を行った。  

【表８】４月と 11月の教員意識調査の結果 

 
４ 月
(n=20) 

11月 
(n=20) 

理科の指導が好き 90% 85% 

理科の指導が得意だ 55% 40% 

理科の見方・考え方がイメージできる 50% 50% 

資質・能力を育成する授業のイメージができる 35% 55% 

児童に目的意識をもたせ、観察、実験に取り組ませようとしている 95% 100% 

児童が問題を見出し、見通しをもって課題や仮説を設定したり、観察、実験の

計画を立案したりする場面を設けようとしている 
80% 80% 

児童が結果を分析・解釈して仮説の妥当性を検討したり、全体を振り返って改

善策を考えたりする場面を設けようとしている 
70% 65% 

児童が既習を基に、次の課題を発見したり、新たな視点で自然の事物・現象を

把握したりする場面を設けようとしている 
65% 65% 

児童一人一人が個人で考えた後、意見交換したり、議論したりして、考えをよ

り妥当なものにする場面を設けようとしている 
75% 70% 

実生活や他の学習に関連付けた理科授業を行おうとしている 70% 70% 

* p <.05 で有意差あり  ** p <.01 で有意差あり 

いずれの項目においても有意差は見られなかった。 

しかし、２つの項目の変化に着目した。「理科の指導が得意だ」の 15％の減少と「資質・能力を

育成する授業のイメージができる」の 20％の増加である。この２つの変化から、一年間の研究を進

める中で、学習指導要領が示す理科の授業の在り方について理解し、自分の理科授業について振り

返ることができた教員がいたことが考えられる。 
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11月に実施したアンケートにおける、本年度の成果と課題に関する自由記述については、以下の

ような記述が見られた【表９】。 

【表９】11月の教員意識調査の自由記述(一部抜粋） 

成
果 

・学年に応じた資質・能力を育成するための授業づくりを少しずつ理解し、やれる範囲で
行うことができた。 

・昨年より授業の流し方や指導方法が明確になったと感じる。 
・苦手意識があるが、授業を参観し「このような方法があるのか」と勉強になった。 
・今まで分からなかった見方・考え方がなんとなく分かったり、意識したりすることがで

きるようになってきた。 
・見方・考え方を意識させる発問のポイントが分かった。 
・観察、実験に主体的、意欲的に取り組む子が育っていると感じる。 
・児童が結果の見通しをもって、自分で実験を進めるためにはどうしたらよいのか、様々

な授業から学ぶことができた。 
・中学校の先生が研究会に参加してくださってよかった。 

課
題 

・児童の興味や好奇心に合わせた実験計画、学校にある教材での準備の難しさを感じた。 
・理科だけでなく、評価や単元を通しての振り返り等について、まだよくわからないとこ

ろがある。 
・自分の考えを自分の言葉でまとめることができる児童を育てていきたい。 
・児童の結果を分析・解釈する力が弱いと感じる。議論できるような児童を育てたい。 
・中学校との連携の仕方を考えていきたい。 
・指導案の書き方について工夫する余地があると思う。 
・「見方・考え方」「資質・能力」「学年でつける力」「系統性」を全員で学んでいきたい。 

成果として、資質・能力を育成するための授業づくりや見方・考え方について学ぶことができた

ことが挙げられた。一方、課題として、更なる資質・能力の育成や振り返りの方法、指導案の形式

に関する改善が挙げられた。次年度に取り上げながら、全体で解決を図っていきたい。 

 

Ⅷ 本年度の研究のまとめ 

１ 本年度の研究の成果 

本年度から始まった理科の研究だが、教員が理解を深め、自身の指導について振り返り、見直す

機会となった。そして、視点をはっきりさせ、観察、実験の位置付けが明確で見方・考え方を働か

せる授業づくりに取り組むことができたと考えられる。それにより、視点に基づく様々な手立てを

行うことができ、個々の手立ての成果と課題について考えることもできた。 

第４学年と第６学年では、「理科の授業で学習したことや調べ方を、ほかの学習や普段の生活で

もつかえないか考える」児童を増やすことができた。学習内容だけでなく、理科の見方・考え方、

問題解決の過程を更に意識させ、他教科や実生活の中で活用させていきたい。また、第４学年では、

「観察、実験の結果からなにがわかったのか考えている」児童を増やすことができた。今後更に問

題解決の過程の意識を高め、観察、実験の位置付けを明確した授業を行っていきたい。 

 

２ 今後の課題 

・資質・能力の育成を目的とした、観察、実験の位置付けが明確で見方・考え方を働かせる授業の

共通理解を行う。 

・評価に関する考え方の理解とそれに伴う指導案の形式を検討する。 

・児童の様子や意識調査だけでなく、各種調査も活用しながら、児童の変容を調査し、資質・能力

の育成について検証を加える。  
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補助資料 

【資料１】作成した見方・考え方、資質・能力の一覧表（５年生表面） 

 

５年生理科における「見方・考え方」と「資質・能力」確認表 

授業前の単元構想において，内容に関わる「見方・考え方」「資質・能力」を確認する際にご活用下さい。 

※ 児童が「見方・考え方」を働かせることで，資質・能力が育成されます。 

番号 
単元名 

(東京書籍) 

単元の中で重視する見方・考え方 見方・考え方を働かせて育成する資質・能力 

見方 考え方 知識(及び技能) 
思考力，判断力， 

表現力等 
学びに向かう
力，人間性等 

１ 天気の変化 

(地球) 

雲の量や動きに着目

する 

(時間的・空間的な視点） 
例 

・時間が経つと雲の様子

はどうなるか 

・どの方向からどの方向

へ移動したか 

・いつ，どの場所のこと

か 

・人工衛星からみるとど

うか 

雲の量や動き

と天気の変化

とを関係付け

て調べる 

(ｱ)天気の変化は，雲の量

や動きと関係があるこ

と 

(ｲ)天気の変化は，映像な

どの気象情報を用いて

予想できること 

天気の変化の仕方

と雲の量や動きと

の関係についての

予想や仮説を基に，

解決の方法を発想

し，表現すること 

主体的に

問題を解

決しよう

とする態

度 

２ 植物の発芽

と成長 

(生命) 

発芽，成長の様子に

着目する 

(共通性・多様性の視点) 
例 

・似ているところ，違う

ところはどこか 

発芽，成長に

関わる条件を

制御しながら

調べる 

(ｱ)植物は，種子の中の養

分を基にして発芽する

こと 

(ｲ)植物の発芽には，水，

空気及び温度が関係し

ていること 

(ｳ)植物の成長には，日光

や肥料などが関係して

いること 

植物の発芽，成長と

それらに関わる条

件についての予想

や仮説を基に，解決

の方法を発想し，表

現すること 

生命を尊

重する態

度や主体

的に問題

を解決し

ようとす

る態度 

３ 魚のたんじ

ょう 

(生命) 

卵の様子に着目する 

(共通性・多様性の視点) 
例 

・似ているところ，違う

ところはどこか 

時間の経過と

関係付けて 

調べる 

(ｱ)魚には雌雄があり，生

まれた卵は日がたつに

つれて中の様子が変化

してかえること 

 

動物の発生や成長の

様子と経過について

の予想や仮説を基

に，解決の方法を発

想し，表現すること 

４ 花から実へ 

(生命) 

結実の様子に着目す

る 

(共通性・多様性の視点) 
例 

・似ているところ，違う

ところはどこか 

結実に関わる

条件を制御し

ながら調べる 

(ｴ)花にはおしべやめしべ

などがあり，花粉がめ

しべの先に付くとめし

べのもとが実になり，

実の中に種子ができる

こと 

植物の結実とそれ

に関わる条件につ

いての予想や仮説

を基に，解決の方法

を発想し，表現する

こと 

５ 台風と天気

の変化 

(地球) 

雲の量や動きに着目

する 

(時間的・空間的な視点） 
例 

・時間が経つと，どのよ

うに進んでいくか 

・どの方向からどの方向

へ移動したか 

・どのような場所のこと

か 

・人工衛星からみるとど

うか 

雲の量や動き

と天気の変化

とを関係付け

て調べる 

(ｱ)天気の変化は，雲の量

や動きと関係があるこ

と 

(ｲ)天気の変化は，映像な

どの気象情報を用いて

予想できること 

天気の変化の仕方

と雲の量や動きと

の関係についての

予想や仮説を基に，

解決の方法を発想

し，表現すること 

主体的に

問題を解

決しよう

とする態

度 
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【資料２】作成した見方・考え方、資質・能力の一覧表（５年生裏面） 

 

 

６ 流れる水の

はたらき 

(地球) 

水の速さや量に着目

する 

(時間的・空間的な視点） 
例 

・水の量によって水の速

さやはたらきはどう

なるか 

・どのような場所のこと

か 

・空から見るとどうか 

水の速さや量

の条件を制御

しながら調べ

る 

(ｱ)流れる水には，土地を

侵食したり，石や土な

どを運搬したり堆積さ

せたりする働きがある

こと 

(ｲ)川の上流と下流によっ

て，川原の石の大きさ

や形に違いがあること 

(ｳ)雨の降り方によって，

流れる水の速さや量は

変わり，増水により土

地の様子が大きく変化

する場合があること 

流れる水の働きと

土地の変化との関

係についての予想

や仮説を基に，解決

の方法を発想し，表

現すること 

主体的に

問題を解

決しよう

とする態

度 

７ 物のとけ方 

(粒子) 

溶ける量や様子に着

目する 

(質的・実体的な視点) 
例 

・水の中にあるのか 

・どれくらいあるのか 

・どのような性質がある

か 

・量を増やしたり減らし

たりするとどうか 

水の温度や量

などの条件を

制御しながら

調べる 

(ｱ)物が水に溶けても，水

と物とを合わせた重さ

は変わらないこと 

(ｲ)物が水に溶ける量に

は，限度があること 

(ｳ)物が水に溶ける量は水

の温度や量，溶ける物

によって違うこと。ま

た，この性質を利用し

て，溶けている物を取

り出すことができるこ

と 

物の溶け方の規則

性についての予想

や仮説を基に，解決

の方法を発想し，表

現すること 

８ 人のたんじ

ょう 

(生命) 

胎児の様子に着目す

る 

(共通性・多様性の視点) 
例 

・似ているところ，違う

ところはどこか 

時間の経過と

関係付けて調

べる 

(ｲ)人は，母体内で成長し

て生まれること 

動物の発生や成長

の様子と経過につ

いての予想や仮説

を基に，解決の方法

を発想し，表現する

こと 

生命を尊

重する態

度や主体

的に問題

を解決し

ようとす

る態度 

９ 電流のうみ

出す力 

(エネルギー) 

電流の大きさや向

き，コイルの巻数な

どに着目する 

(量的・関係的な視点) 
例 

・電磁石の強さはどのよ

うに調べるか 

・電流の大きさや導線の

巻き数よって電磁石

の強さはどうかわる

か 

電流の大きさ

や向き，コイ

ルの巻数など

の条件を制御

しながら調べ

る 

(ｱ)電流の流れているコイ

ルは，鉄心を磁化する

働きがあり，電流の向

きが変わると，電磁石

の極も変わること 

(ｲ)電磁石の強さは，電流

の大きさや導線の巻数

によって変わること 

電流がつくる磁力

の強さに関係する

条件についての予

想や仮説を基に，解

決の方法を発想し，

表現すること 

主体的に

問題を解

決しよう

とする態

度 

10 ふりこの 

きまり 

(エネルギー) 

振り子が１往復する

時間に着目する 

(量的・関係的な視点) 
例 

・重さや振り子の長さ，

振れ幅によって，１往

復する時間がどうな

るか 

おもりの重さ

や振り子の長

さなどの条件

を制御しなが

ら調べる 

(ｱ)振り子が１往復する時

間は，おもりの重さな

どによっては変わらな

いが，振り子の長さに

よって変わること 

振り子が１往復す

る時 

間に関係する条件

についての予想や

仮説を基に，解決の

方法を発想し，表現

すること 
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【資料３】作成した見方・考え方を児童に意識付ける掲示物 
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【資料４】各学年で育成を測る問題解決の力を示す掲示物 
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【資料５】児童へのアンケート用紙 

 

理科に関する児童の実態調査 

  年  番 名前        

 
いまのあなたの考えやようすについて教えて下さい。 

Ⅰ 理科について教えて下さい。つぎのことは，ふだんのあなたにどれくらいあてはまりますか，最もあてはま
るものをそれぞれ１つ選び○をつけてください。 

番号  1.そう思わない 

2.どちらかと

いえばそう

思わない 

3.どちらかと

いえばそう

思う 

4.そう思う 

【1】 理科の学習が好
す

き 1 2 3 4 

【2】 理科の内容
よう

がよく分かる 1 2 3 4 

【3】 

理科の授業で学習したことや調べ方を，ほ

かの学習やふだんの生活でもつかえないか

考える 

1 2 3 4 

【4】 
将
しょう

来，理科や科学
か が く

技術
ぎじゅつ

に関する仕事につ

きたいと思う 

1 2 3 4 

 
Ⅱ 理科の授業のときのあなたのようすを教えて下さい。つぎのことは，あなたにどれくらいあてはまりますか。
最もあてはまるものをそれぞれ１つ選び○をつけてください。 

番号  1.そう思わない 

2.どちらかとい

えばそう思

わない 

3.どちらかと

いえばそう

思う 

4.そう思う 

【5】 
問題を解

かい

決するために，進んで調べたり，

考えたことを話したりしている 

1 2 3 4 

【6】  
自分で予想を考えてから，観察

かんさつ

，実験
じっけん

をし

ている 

1 2 3 4 

【7】 
話し合いを通して，考えを深めたり，広げ

たりしている 
1 2 3 4 

【8】 
観察
かんさつ

，実験
じっけん

の結果からなにがわかったのか

考えている 

1 2 3 4 

【9】 
観察
かんさつ

，実験
じっけん

の進め方や考え方がまちがって

いないかをふり返っている 

1 2 3 4 

【10】 
学習したことや調べ方を，ほかの学習やふ

だんの生活でもつかえないか考えている 
1 2 3 4 

これで質問は終わりです。ありがとうございました。 
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【資料６】教員へのアンケート項目 

 

 

小学校理科における指導についての意識調査 
理科部会 

 
●調査目的：本研究に取り組んだことで，理科の指導に関する意識にどのような変容があるか調査し，研究の成

果と課題を探る。 
●提出期限：４月 ８日  
 
Ⅰ 理科指導に関する意識についてお聞きします。次のことは，あなたにどれくらいあてはまりますか。最もあ
てはまるものをそれぞれ１つ選び○をつけてください。 

番号  1.そう思わない 

2.どちらかと

いえばそう

思わない 

3.どちらかと

いえばそう

思う 

4.そう思う 

【1】 理科の指導が好き 1 2 3 4 

【2】 理科の指導が得意だ 1 2 3 4 

【3】 理科の見方・考え方がイメージできる 1 2 3 4 

【4】 
資質・能力を育成する授業のイメージがで

きる 
1 2 3 4 

【5】 
児童に目的意識をもたせ，観察，実験に取

り組ませようとしている 
1 2 3 4 

【6】 
児童が問題を見出し，見通しをもって課題や

仮説を設定したり，観察，実験の計画を立案し
たりする場面を設けようとしている 

1 2 3 4 

【7】 
児童が結果を分析・解釈して仮説の妥当性

を検討したり，全体を振り返って改善策を考
えたりする場面を設けようとしている 

1 2 3 4 

【8】 
児童が既習を基に，次の課題を発見した

り，新たな視点で自然の事物・現象を把握し
たりする場面を設けようとしている 

1 2 3 4 

【9】 
児童一人一人が個人で考えた後，意見交換

したり，議論したりして，考えをより妥当な
ものにする場面を設けようとしている 

1 2 3 4 

【10】 
実生活や他の学習に関連付けた理科授業

を行おうとしている 
1 2 3 4 

 
Ⅱ 理科指導に関して，困っていることや課題に感じていることがあれば自由にお書きください。 

自由記述欄 

 



 

 


